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渡辺克信新会長（ABC） 

▼
関
西 

 関
西
民
放
ク
ラ
ブ 

２
０
２
４
年
度
総
会
・懇
親
会
開
か
る 

髙
井 

久
雄
（Ｋ
Ｔ
Ｖ
） 

関
西
民
放
ク
ラ
ブ
の
総
会
・
春
の
懇

親
会
が
、
会
員
81
名
と
来
賓
・招
待
者

な
ど
11
名
が
参
加
し
て
、
４
月
12
日
、

ホ
テ
ル
阪
神
大
阪
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
は
、
ま
ず
23
年
度
の
活
動
報

告
に
始
ま
り
、
23
年
度
・
一
般
会
計

決
算
と
会
計
監
査
報
告
、
24
年
度
・

理
事
会
役
員
人
事
（
山
本
会
長
が
渡

辺
新
会
長
に
交
代
）
、
24
年
度
・
活
動

方
針
、
24
年
度
・
一
般
会
計
予
算
の

各
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
提
案
、
す
べ
て
承

認
さ
れ
、
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。 

       

休
憩
後
、
講
演
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

講
師
は
元
朝
日
新
聞
記
者
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
・樋
田
毅
さ
ん
、「
非
暴
力
で
闘

う
意
味
、
私
の
早
稲
田
闘
争
か
ら
」
と

い
う
演
題
で
行
わ
れ
、
特
に
現
役
時
代

に
報
道
に
携
わ
っ
た
会
員
に
と
っ
て
非

常
に
興
味
深
い
内
容
と
な
り
ま
し
た
。 

引
き
続
い
て
懇
親
会
は
、
来
賓
代

表
の
和
歌
山
放
送
・
中
村
栄
三
社
長

か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
後
、
日
本
民

放
ク
ラ
ブ
・
榎
本
理
事
長
に
よ
る
乾
杯

の
発
声
で
始
ま
り
ま
し
た
。 

会
場
に
は
、
写
真
同
好
会
、
陶
芸

同
好
会
、
川
柳
同
好
会
、
俳
句
同
好

会
会
員
の
方
々
の
作
品
が
並
べ
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
作
品
を
鑑
賞
し
な
が
ら
親

交
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た「
酒
好

き
・
旅
好
き
な
同
好
会
」
で
昨
年
秋
に

篠
山
を
訪
れ
た
際
、
会
員
が
手
び
ね

り
で
作
っ
た
丹
波
焼
の
ぐ
い
呑
み
が
並

べ
ら
れ
、
作
品
談
義
も
。
今
回
も
会
員

お
す
す
め
の
日
本
酒
が
４
本
並
べ
ら
れ
、

大
好
評
で
し
た
。
懇
親
会
の
中
で
は
、

新
た
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
紹
介
、

理
事
を
退
任
さ
れ
る
方
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

最
後
は
恒
例
の
、
関
西
民
放
ク
ラ
ブ

が
誇
る
混
声
合
唱
団
「
コ
ー
ル
ま
か
ー

な
」の
ス
テ
ー
ジ
、
渡
辺
新
会
長
に
よ
る

中
締
め
、
全
員
で
関
西
民
放
ク
ラ
ブ
の

歌
「
い
き
い
き
夢
を
」
の
大
合
唱
で
、
春

の
懇
親
会
は
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

 

「
吉
本
新
喜
劇
」で
大
爆
笑
!! 

髙
井 

久
雄
（Ｋ
Ｔ
Ｖ
） 

75
回
を
数
え
る
関
西
民
放
ク
ラ
ブ

「
落
語
（
上
方
芸
能
）
を
楽
し
む
会
」
例

会
で
、
初
め
て
、
吉
本
新
喜
劇
が
メ
イ

ン
の「
な
ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花
月
・本
公
演
」

の
鑑
賞
を
企
画
し
た
と
こ
ろ
、
い
つ
も
よ

り
多
い
25
人
も
の
会
員
が
集
ま
っ
た
。 

公
演
は
ま
ず
、
ぼ
る
塾
、
そ
い
つ
ど

い
つ
、
ア
キ
ナ
と
続
く
若
手
の
漫
才
、
コ

ン
ト
か
ら
始
ま
る
。
続
い
て
桂
三
度
の

落
語
、
２
丁
拳
銃
の
漫
才
を
挟
ん
で
、

こ
の
日
だ
け
の
特
別
企
画
『
ポ
ケ
ッ
ト

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ス
』
で
は
島
田
珠
代
の
パ

ワ
フ
ル
な
怪
演
で
大
い
に
笑
わ
せ
た
。

そ
の
後
は
御
大
・
西
川
き
よ
し
、
実
力

派
漫
才
の
テ
ン
ダ
ラ
ー
、
漫
才
界
の
レ

ジ
ェ
ン
ド
・
オ
ー
ル
阪
神
・
巨
人
と
続
き
、

さ
す
が
の
至
芸
で
観
客
を
沸
か
せ
て

休
憩
と
な
っ
た
。 

休
憩
の
後
は
、
い
よ
い
よ
お
待
ち
か

ね「
吉
本
新
喜
劇
」
だ
。
こ
の
日
の
演
目

は
、『
寛
平
爺
さ
ん
の
老
い
て
は
子
に

従
え
、
孫
に
助
け
ら
れ
⁉
』
。
お
馴
染

み
間
寛
平
が
、
珍
し
く
新
喜
劇
に
出

演
し
て
座
長
を
務
め
る
と
い
う
特
別

興
行
で
あ
る
。
脇
を
新
喜
劇
の
座
長
・

吉
田
裕
、
山
田
花
子
ら
が
固
め
、
老

人
ホ
ー
ム
を
舞
台
と
し
た
ド
タ
バ
タ
を

繰
り
広
げ
る
。
寛
平
は
ア
ド
リ
ブ
を
連

発
し
て
他
の
出
演
者
を
困
ら
せ
、
客

席
は
爆
笑
の
ウ
ズ
。
会
員
の
皆
さ
ん
も

腹
を
か
か
え
て
大
笑
い
。
閉
演
は
予
定

よ
り
30
分
押
し
と
い
う
、
出
演
者
も

大
盛
り
上
が
り
の
公
演
だ
っ
た
。 

意
外
に
も
関
西
人
は
、
劇
場
に
足

を
運
ん
で
ま
で「
吉
本
新
喜
劇
」
を
見

る
こ
と
は
少
な
い
の
で
、
こ
の
機
会
に

見
て
お
こ
う
、
と
い
う
会
員
が
多
か
っ

た
よ
う
だ
。
今
後
は
こ
の
同
好
会
の
定

番
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、「
吉
本
新
喜
劇
」

鑑
賞
を
設
定
し
よ
う
、
と
思
っ
た
次
第

で
あ
る
。 

         

 
 


